




Results of an Environmental Education Program  
for Energy Conservation Practice with Reference  
to a Local Agenda （Local Version Environment Action Plan）
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Abstract
　This study evaluates the degree of awareness concerning energy conservation gained 
by 283 fourth grade students at 3 elementary schools in Daito city, who took an energy 
conservation program for primary schoolchildren. The program was designed by Osaka 
Sangyo University students as part of a project supported by the Ministry of the 
Environment and the Osaka Center for Climate Change Actions. Results were measured 
in two ways; （1） change of children’s interest in environmental problems, a sense of 
impending crisis about future climate, and willingness to practice energy saving before 
and after classes, and, （2） reduction of carbon dioxide emissions by the students’ 
energy saving practices after the classes. Results show, a big change was seen with 
increased interest and sense of impending crisis.  Also, the quantity of greenhouse gas 
reduced by energy saving actions was estimated at 10.8t-CO2. One reason for these 
positive results can be the program was made with reference to the local version of the 
environment action plan （local agenda） and planned in relation to the environmental 
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削減量kg 1874.4 1746 1180.8 858 837.4 83.2

















































































削減量kg 1150.2 878.4 843.9 682 584.6 76.8
実施回答率 56.8% 64.2% 30.5% 32.6% 38.9% 25.3%
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ローカルアジェンダ（地域版環境行動計画）と環境教育を通じた省エネ啓発効果について （花田眞理子）
第８章　考察
８－１　関係者の意見や感想
　本研究では，授業実施後にこの環境教育授業に参加した学生やセンター職員，授業を実
施した小学校の先生方などの関係者から，授業に関する意見や感想をヒアリングした。以
下にその結果をまとめて示すことにする。
　【学生】～実際の授業を体験したことによる充実感と子供とのふれあいへの感謝
　　・ 小学４年生と触れ合えたことがよかった。
　　・ 小学校に赴いた際，生徒が覚えており声をかけてくれた。大変うれしかった。（去
年も同じ小学校に環境教育授業を行った学生）
　　・ 生徒たちが積極的に接してくれたことが嬉しくこの事業に参加できてよかった。
　　・ 質問コーナーが欲しいとの要望が生徒からあった。
　【センター職員】～授業実施の評価
　　・ 小学校の２コマを割いてもらい，失敗は許されないと意気込んでいた。小学校側に
期待以上のものを見せるべく，学生にも授業内容の充実性を強く求めたが，ちゃん
とその思いを受け止めてくれた。結果的に，期待以上にやってくれたのでありがた
い。
　【小学校の先生】～授業案に対する評価と改善点の指摘
　　＜評価＞
　　・ 環境教育授業のねらいを達成できていた。
　　・ 具体物を示していたのがよかった。
　　・ パワーポイントでの学習の際，ホッキョクグマやツバルなどの視覚的な映像が分か
りやすくよかった。
　　・ ２限目のエコな暮らしについての学習のときに使用した，Aの家とBの家のイラス
トを比較しながらエコを学ぶ教材は，大変よかった。子どもには，比較が効果的だ
からである。
　　・ ふりかえりシートが，デザインが可愛くてよかった。
　　・ 体験学習は，生徒の心にずっと残るので，大変効果的だと感じる。
　　＜改善点＞
　　・ 体験学習など物を使う際は，配る前にきちんと指示するとよい。
　　・ 授業の内容が多い。
　　・ グループワークの際，教室の前でタイマーをセットし，鳴ったらやめさせるという
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ようにした方がよい。
　以上より，授業を受けた児童への啓発効果とともに，授業実施に関わった主体それぞれ
に，実施を通じた収穫があったものと考えられる。筆者は大学教員の立場から授業案の作
成・実施支援や，小学校との連携推進等，協働のためのコーディネートを行ったが，この
間に，学生がパートナーシップの一員としての責任を負いながら取り組むことを通じて成
長することができたと感じている。環境プログラムを通じたこれらの協働とその成果は，
受講した児童だけでなく参加した学生にも見ることができた。
　本研究の翌年もこの授業プログラムを小学校で実施する機会があったが，連続して参加
した学生から，授業の最後に児童の質問を受け付ける「質問コーナー」を設けようという
意見が出て，授業のまとめにつながった。さらに，質問コーナーでは台本に沿った授業内
容だけでなく，質問に答えるための事前の準備が求められることになり，大東市域での事
例やニュースを自発的に収集するなど，学生の学びの意欲につながったと考える。このよ
うに学生自らが授業改善を図るなど，大学生にとって今回の授業実施はアクティブ・ラー
ニングの効果を持つ取り組みであったものと考える。
　文部科学省中央教育審議会が平成24年に発表した答申「新たな未来を築くための大学教
育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大学へ～」では，「生
涯に亘って学び続ける力，主体的に考える力を持った人材は，学生からみて受動的な教育
の場では育成することができない。従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業から，
教員と学生が意思疎通を図りつつ，一緒になって切磋琢磨し，相互に刺激を与えながら知
的に成長する場を創り，学生が主体的に問題を発見し解を見出していく能動的学修（アク
ティブ・ラーニング）への転換が必要である」とあるが，今回の取り組みは「学生が主体
的に問題を発見し解を見出していく能動的学修（アクティブ・ラーニング）」の実践の一
つであり，「認知的，倫理的，社会的能力，教養，知識，経験を含めた汎用的能力」の獲
得をめざすものである。
　また同答申が求める「初等中等教育から高等教育までの連携と役割分担によって」，環
境問題の深刻化という「予測困難なこれからの時代をより良く生きるための人間像と，こ
れからの我が国の社会像，及びそれらを実現し，維持し，向上させるために求められる能
力」を育成する機会にもなったと考えている。
　一回だけの授業実施にとどまることなく，こうした機会を複数回設けることでフィード
バックによる授業改善ができると考えられるが，それは今後の課題である。
103
ローカルアジェンダ（地域版環境行動計画）と環境教育を通じた省エネ啓発効果について （花田眞理子）
８－２　考察
　本研究では環境省と大阪府地球温暖化防止活動推進センターの事業に協力する形で，セ
ンターと本学の学生が連携して小学生対象の省エネ授業プログラムを作成し，大東市内の
小学校３校で計283名の４年生を対象に授業を実施した。この研究の狙いの一つは，地域
における協働を通じた環境負荷軽減効果を検証することにある。この授業の定量的な啓発
効果は，受講児童が家庭や学校で新たに取り組んだ省エネ行動による二酸化炭素排出削減
量10.8t-CO2であると推計された。地域の環境計画（ローカルアジェンダ）や，パートナー
シップ組織の計画と関連付けながら授業プログラムを作成したことも，成果の要因の一つ
と考えられる。
　なお，本研究の成果である授業案は大阪府温暖化防止活動推進センターのHP（http://
osaka-midori.jp/ondanka-c/panf/douga/index.html）で公開されており，現在大阪府が府
下の市町村の小学校に呼び掛けて実施する出張授業の際に利用されている。
　最後に，地域版環境計画と環境教育のつながりという視点から，今回の取り組みは大阪
府ローカルアジェンダ「豊かな環境づくり行動計画」の基本理念の一つ，「豊かな環境を
育む人づくり」に沿った内容として大阪府職員の支援を受けて実現した。さらに今回の取
り組みは，大阪府が進めるローカルアジェンダの運営母体である「豊かな環境づくり府民
会議」の活動に，2016年度以降，本学の学生が企画段階から参加する動きにつながってき
ている。
　本来ローカルアジェンダに求められるのは持続可能な地域づくりのためのビジョンであ
る。その際に，利害の異なる主体や担当分野の異なる行政部署が横断的にビジョンを共有
することが重要であり，北欧では省エネ効率の向上や再生可能エネルギーへの転換によっ
て経済活性化と雇用創出を実現していた。しかし日本ではローカルアジェンダが地方自治
体の施策全体に関わるものであるとの意識がまだうすいという現状がある。
　今後は大東市でも，アジェンダの策定を通じたパートナーシップ組織を設立し，さまざ
まな主体の市民が，地域課題の解決の議論や，地域の子供たちを対象にした教材の開発な
どに取り組むことによって，地域環境力の向上をめざすことが可能であると考える。今回
の成果によって，その可能性を実証的に示唆することができたものと言えよう。
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